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１．概要（Summary） 

 2種類の融点の異なるフッ素樹脂の混合材料を用い

成形品の微細構造をスペクトル分析から考察した。 

 

２．実験（Experimental） 

 成形品を顕微レーザーラマン分光装置（Thermo 

Scientific DXR／レーザー波長 532nm）にて観察し

た｡ 

 観察部位のラマン分光スペクトルにより組成を同

定し構造を推定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 成形品の材料であるフッ素樹脂 A 及び B 単体のラ

マンスペクトルは Fig.1および Fig.2のようになる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 Fig.1 The Raman spectrum of Fluoropolymer A. 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 The Raman spectrum of Fluoropolymer B. 

  

メインのピークは各々 A 733cm-1、B 2970cm-1にな

る。成形品の表面観察を行うと Fig.3 のような繊維状

相とそれ以外の 2相構造をとっていることが判る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Fig.3 The surface of the molding product. 

 

 この 2相の部位何れを装置によりスポット分析して

も Fig.4のようなフッ素樹脂Aがメインのスペクトル

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Fig.4 The Raman spectrum of 2 phases parts. 

 

 2 相構造（海島）の内、海がフッ素樹脂 A、繊維状

になっている島がフッ素樹脂 Bであり、成形品表層を

フッ素樹脂 A が覆う形の微細構造をしていることが

予想された。 
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  実際、成形品断面の電子顕微鏡写真をとると Fig.5

のように、海の中に微細な繊維状のものが存在する構

造となり、予想が裏付けられた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Fig.5 The electron micrograph of the molding 

product cross-section. 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 
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